
新会員代表者紹介

　
田
中
優
子
前
総
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、４
月
１
日
付
で
廣
瀬
克
哉

常
務
理
事
が
総
長
に
就
任
し
た
。

１
９
５
８
年
奈
良
県
生
ま
れ
。１
９

８
１
年
東
京
大
学
法
学
部
第
三
類

卒
業
。同
大
学
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
後
、１
９

８
７
年
同
大
学
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
、同
年
法
学
博
士
学
位
取
得
。

１
９
８
７
年
法
政
大
学
法
学
部
助

教
授
、１
９
９
５
年
同
教
授
、２
０

１
４
年
法
政
大
学
常
務
理
事（
２
０

１
７
年
よ
り
副
学
長
を
兼
務
し
た
）。

　
専
門
分
野
は
行
政
学・公
共
政

策
学・地
方
自
治
で
、主
な
著
者
に

『
自
治
体
議
会
改
革
の
固
有
性
と

普
遍
性
』（
２
０
１
８
年
）法
政
大
学

出
版
局（
編
著
）。『
議
会
改
革
白

書
』（
２
０
０
９
年
版
〜
２
０
１
６

年
版
）生
活
社（
共
編
著
）。

　
趣
味
は
音
楽
。高
校
時
代
は
文
化

祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
ギ
タ
ー
を
演
奏
。

温
厚
で
気
さ
く
な
人
柄
の
た
め
学

生
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
。本
学
は

「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」と
い

う
大
学
憲
章
を
掲
げ
て
い
る
。「
実

践
知
」と
は
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
で「
フ

ロ
ネ
シ
ス
」と
言
い
、現
実
問
題
に

直
面
し
な
が
ら
も
、理
想
に
向
かっ

て
課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
す
る

た
め
の
知
恵
と
知
性
で
あ
る
。こ
の

大
学
憲
章
を
掲
げ
、大
学
に
集
う

全
て
の
人
々
と
と
も
に
、教
育
と
研

究
の
理
想
を
創
造
的
に
追
求
し
、

社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

廣
瀬 

克
哉

ひ
ろ  

せ

か
つ  

や

法
政
大
学

法
政
大
学 

総
長

　
４
月
１
日
付
け
で
西
原
廉
太
教

授
が
第
22
代
総
長
に
就
任
し
た
。

西
原
新
総
長
は
１
９
６
２
年
京
都

市
生
ま
れ
。１
９
８
７
年
京
都
大
学

工
学
部
卒
業
。１
９
９
５
年
立
教
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了
。２
０

１
３
年
博
士（
神
学
）（
関
西
学
院
大

学
）。１
９
９
８
年
立
教
大
学
に
着

任
。助
教
授
を
経
て
、２
０
０
７
年
教

授
。総
長
補
佐（
２
０
０
７
年
〜
２
０

１
０
年
）、立
教
学
院
副
院
長（
２
０

０
８
年
〜
２
０
２
１
年
）、副
総
長

（
２
０
１
０
年
〜２
０
１
５
年
）、文
学

部
長
兼
研
究
科
委
員
長（
２
０
１
５

年
〜
２
０
１
７
年
、２
０
１
９
年
〜

２
０
２
１
年
）を
歴
任
。

　
専
門
は
、英
国
宗
教
改
革
神
学・

現
代
神
学
で
、主
著
書
に『
聖
公
会
の

職
制
論―

エ
キ
ュメ
ニ
カ
ル
対
話
の

視
点
か
ら―

』（
聖
公
会
出
版
、２
０

１
３
年
）、『
聖
公
会
が
大
切
に
し
て

き
た
も
の
』（
教
文
館
、２
０
１
６
年
）

な
ど
が
あ
る
。キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
理
事
長（
２
０
１
８
年
〜
現

在
）、世
界
教
会
協
議
会（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）

中
央
委
員（
２
０
０
６
年
〜
現
在
）、

日
本
基
督
教
学
会（
専
務
理
事 

２
０

１
０
年
〜
２
０
１
４
年
）を
務
め
、日

本
を
代
表
す
る
神
学
者
の一
人
で
あ

る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
エ
ー
ル
』の
考
証
も
担
当
し
た
。

　
２
０
２
４
年
に
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
立
教
大
学
の「
建
学
の
精

神
」を
再
確
認
し
つつ
、創
造
的
変

革
の
た
め
に
全
学
を
率
い
る
牽
引
者

と
し
て
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

西
原 

廉
太

に
し  

は
ら

れ
ん    

た

立
教
大
学

立
教
大
学 

総
長
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大
島 

正
克（
お
お
し
ま 

ま
さ
か
つ
）

亜
細
亜
大
学
学
長
。’81
早
稲
田
大
学
大
学
院
商

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。博

士（
商
学
）。博
士
論
文「
中
国
企
業
会
計
の
研

究
」。’18
よ
り
現
職
。専
門
は
管
理
会
計
、国
際

会
計
。

池
田 

明
史（
い
け
だ 
あ
き
ふ
み
）

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
学
長
。’80
東
北
大
学
法

学
部
卒
業
。’14
よ
り
現
職
。編
著『
イ
ス
ラ
エ
ル

国
家
の
諸
問
題
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）、共
著

『
中
東
政
治
学
』（
有
斐
閣
）な
ど
。

加
藤 

映
子（
か
と
う 

え
い
こ
）

大
阪
女
学
院
大
学・短
期
大
学
学
長
。’03
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
教
育
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。

Ed.D
.

取
得
。主
著『
ハ
ー
バ
ー
ド
で
学
ん
だ
最

高
の
読
み
聞
か
せ
』（
か
ん
き
出
版
）。

藤
原 

三
枝
子（
ふ
じ
わ
ら 

み
え
こ
）

甲
南
大
学
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授
。南

山
大
学
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。博
士（
言
語
科
学
）。在
日
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
外
務
省
関
連
機
関
を
経
て
、’98
よ
り
甲
南

大
学
。

三
谷 

裕
美（
み
た
に 

ひ
ろ
み
）

獨
協
大
学
法
学
部
法
律
学
科
准
教
授
。イ
リ
ノ

イ
大
学
大
学
院
人
類
学
部
修
士
課
程
修
了
。

ニュー
カ
ッ
ス
ル
大
学
教
育・コ
ミュニ
ケ
ー
ション・

言
語
科
学
学
部
教
育
応
用
言
語
学
博
士
課
程

単
位
修
得
退
学
。’16
よ
り
現
職
。

川
口 

恵
子（
か
わ
ぐ
ち 

け
い
こ
）

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
教
授
。’92T

eachers 
C
ollege, C

olum
bia U

niversity Ed.M
. 

（T
ESO

L

）。’05
よ
り
芝
浦
工
業
大
学
。研
究

テ
ー
マ
：
英
語
学
術
論
文
の
テ
キ
ス
ト
分
析
。

山
田 

健
太（
や
ま
だ 

け
ん
た
）

専
修
大
学
文
学
部（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
）教

授
。’84
青
山
学
院
大
学
卒
。専
門
は
言
論
法
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
。近
著『
沖
縄
報
道
』『
愚

か
な
風
』『
放
送
法
と
権
力
』。

児
浦 

良
裕（
こ
う
ら 

よ
し
ひ
ろ
）

聖
学
院
中
学
校・高
等
学
校
教
諭
、広
報
部
長
、

21
教
育
企
画
部
長
、国
際
部
長
。’98
東
京
理
科

大
学
理
学
部
卒
業
。㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
経
て
’14
よ
り
現
職
。共
著『
ワ
ー
ク

ショッ
プ
の
ア
イ
デ
ア
帳
』な
ど
。

杉
田 

一
真（
す
ぎ
た 

か
ず
ま
）

産
業
能
率
大
学
経
営
学
部
教
授
、学
長
補
佐
、教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
。’14
文
部
科
学
省「
大
学
教

育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」事
業
推
進
責
任
者
。

一
般
選
抜「
未
来
構
想
方
式
」作
問
主
務
者
。

髙
本 

優
一（
た
か
も
と 

ゆ
う
い
ち
）

追
手
門
学
院
大
学
教
務
部
次
長
兼
教
学
企
画

課
長
。

安
成 

英
樹（
や
す
な
り 

ひ
で
き
）

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授
。東
京

大
学
大
学
院
博
士
課
程
中
退
、同
文
学
部
助

手
、お
茶
の
水
女
子
大
学
助
教
授
を
経
て
’13
よ

り
現
職
。元
入
試
推
進
室
長（
’14
〜
’19
）。専
門

は
西
洋
史
学
。

山
本 

茂（
や
ま
も
と 

し
げ
る
）

金
沢
大
学
学
長
補
佐（
学
生
募
集・高
大
接
続

担
当
）。同
高
大
接
続
コ
ア・セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
。同
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
系
教
授
。’96
大

阪
大
学
博
士（
工
学
）取
得
。

加
藤 

建
二（
か
と
う 

け
ん
じ
）

学
校
法
人
東
洋
大
学
理
事・入
試
部
長
。’87
東

洋
大
学
入
職
。教
務
部
、入
試
部
、総
務
部
な
ど

を
経
て
、’13
よ
り
入
試
部
長
。’12
よ
り
東
洋
大
学

評
議
員
、’14
よ
り
東
洋
大
学
理
事
を
務
め
る
。

小
野 

興
子（
お
の 

き
ょ
う
こ
）

学
校
法
人
山
梨
英
和
学
院
理
事
長
。山
梨
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
。山
梨
県
立
看
護
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短
期
大
学
部
長
、山
梨
県
立
大
学
特
任
教
授
な

ど
を
経
て
、’20
よ
り
現
職
。

三
浦 

英
俊（
み
う
ら 

ひ
で
と
し
）

南
山
大
学
理
工
学
部
教
授
。博
士（
都
市・地
域

計
画
）。’21
３
月
ま
で
Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長
。

岩
瀬 

峰
代（
い
わ
せ 
み
ね
よ
）

島
根
大
学
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。’03
総

合
研
究
大
学
院
大
学
先
導
科
学
研
究
科
生
命

体
科
学
専
攻
修
了
。博
士（
理
学
）。同
大
学
院

大
学
全
学
事
業
推
進
室
室
長
を
経
て
、’14
よ
り

現
職（
Ｆ
Ｄ
担
当
）。

新
原 

将
義（
し
ん
は
ら 

ま
さ
よ
し
）

帝
京
大
学
高
等
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
講
師
。’16

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
心

理
学
専
攻
修
了
。博
士（
心
理
学
）。徳
島
大
学

を
経
て
、’18
よ
り
帝
京
大
学
。

岩
﨑 

千
晶（
い
わ
さ
き 

ち
あ
き
）

関
西
大
学
教
育
推
進
部
准
教
授
。関
西
大
学
大

学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博

士（
情
報
学
）。主
著『
大
学
生
の
学
び
を
育
む

学
習
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
』（
関
西
大
学
出
版
部
）。

新
井 

一
（
あ
ら
い 

は
じ
め
）

順
天
堂
大
学
学
長
。’79
順
天
堂
大
学
医
学
部
卒

業
。同
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
教
授
、同
大
学

医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院
院
長
、同
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
長・医
学
部
長
を
経
て
’16
よ
り
現
職
。

兵
頭 

知（
ひ
ょ
う
ど
う 

さ
と
し
）

日
本
大
学
理
工
学
部
交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
助

教
。’16
愛
媛
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。博
士（
工

学
）。日
本
大
学
助
手
を
経
て
、’18
よ
り
現
職
。

北
村 

行
伸（
き
た
む
ら 

ゆ
き
の
ぶ
）

立
正
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
学
部
長
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
修
了
、D.Phil

（
経
済
学
）、一
橋
大
学
教
授
を
経
て
、’21
４
月
よ

り
現
職
。主
著『
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
分
析
』な
ど
。

丸
橋 

珠
樹（
ま
る
は
し 

た
ま
き
）

武
蔵
大
学
人
文
学
部
教
授
。京
都
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
動
物
学
専
攻（
理
学
博
士
）。若
い

頃
は
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
林
で
霊
長
類
を
、現
在
は

タ
イ
で
ベニ
ガ
オ
ザ
ル
を
研
究
中
。

市
野
澤 

潤
平（
い
ち
の
さ
わ 

じ
ゅ
ん
ぺ
い
）

宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教

授
。’10
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
単

位
取
得
退
学
。共
編
著
に『
リ
ス
ク
の
人
類
学
』、

『
観
光
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』な
ど
。 

水
野 

晶
夫（
み
ず
の 

あ
き
お
）

名
古
屋
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。’92
名

古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。修
士（
経
済
学
）。’15
よ
り
現

職
。専
門
は
地
域
政
策
論
。

倉
橋 

香
衣（
く
ら
は
し 

か
え
）

文
教
大
学
卒
業
。ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
事
故
で
頸
髄

を
損
傷
し
、’15
に
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
、日

本
代
表
に
選
出
。’18
シ
ド
ニ
ー
で
行
わ
れ
た
世
界

選
手
権
で
日
本
の
初
優
勝
に
貢
献
。

外
川 

智
恵（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
准
教
授
。大
正
大
学
文
学

部
卒
。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士

課
程
修
了
。’92
山
梨
放
送
入
社
。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビュ
ー
な
ど
を
務

め
る
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　
で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

３
月
９
日
㈫

第
10
回
常
務
理
事
会・役
員
選
考
委
員
会
に

出
席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 
３
月
31
日
㈬

第
10
回
理
事
会
、第
３
回
総
会
に
出
席（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

４
月
19
日
㈪

経
団
連「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る

産
学
協
議
会
」に
出
席（
ハ
イ
ブ
リッ
ド
開
催
）

● 

４
月
20
日
㈫

第
１
回
常
務
理
事
会
、第
１
回
理
事
会
に
出

席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

　
理
工
系
分
野
の
教
育
研
究
推
進
プ
ロ
ジェク
ト

で
は
、コロ
ナ
禍
に
お
け
る
理
工
系
分
野
の
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
に
関
わ
り
、加
盟
大
学
で
の
取
り
組
み

と
課
題
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
経
営
委
員
会
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
検
討
分
科
会

は
、２
０
１
９
年
に
策
定
し
た「
日
本
私
立
大
学

連
盟 

私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
」の
会
員

法
人
に
お
け
る
周
知
及
び
浸
透
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、「
会
員
法
人
に
お
け
る『
自
律
性
の

向
上
』に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、そ
の
結
果
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
経
営
委
員
会
情
報
公
開
検
討
分
科
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
加
盟
大
学
の
情
報
発
信
に

関
わ
り
、調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
各
資
料
は
、下
記
の
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
会
員
法
人
に
お
け
る「
自
律
性
の
向
上
」に

向
け
た
取
組
み
の
進
捗
状
況
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
に
つ
い
て

理
工
系
分
野
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る

大
学
の
情
報
発
信
」に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 1 . 0 3 - 0 4

会
長
の
動
き

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

各
種
活
動
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/
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◆
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、２
０
２
１
年
度
入

試
は
例
年
に
な
い
対
応
を
求
め
ら
れ
続

け
た
。各
大
学
は
何
と
か
公
正
な
入
試

を
実
施
し
、入
学
生
を
迎
え
入
れ
よ
う
と

苦
慮
し
た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。一
方

で
、こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
一
足

先
に
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
実
施
さ

れ
る
中
学
校・高
等
学
校
で
は
入
試
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、各
大
学
や
中
学

校
・
高
等
学
校
が
ど
の
よ
う
な
狙
い
を

も
って
ど
の
よ
う
な
方
法
で
入
学
者
選
抜

を
行
って
い
る
の
か
、と
い
う
こ
と
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。い
ず
れ
の
入
試
も
い
わ

ゆ
る
教
科
の
筆
記
試
験
の
み
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り
受
験
生
を
多

面
的
に
評
価
し
よ
う
と
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。実
施
、評
価
と
も
に
時
間
も
人
手

も
必
要
と
す
る
入
試
だ
け
に
、求
め
る
人

材
を
獲
得
し
た
い
各
大
学
の
強
い
思
い

を
感
じ
た
。

　
こ
の
特
集
が
、こ
れ
か
ら
の
入
試
が
ど

の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
た
め
の
好
事
例
と
な
れ
ば

と
思
う
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時

報
分
科
会
前
委
員
・
関
西
学
院
大
学
入

学
セ
ン
タ
ー
入
試
課
長 

永
野
誠
〉

◆
小
特
集「
学
生
の
授
業
評
価―

活
用
と

実
践―

」で
は
、授
業
の
改
善
に
向
け
て
従

来
の「
教
え
る
側
」、「
学
ぶ
側
」の
立
場
を

超
え
た
斬
新
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

た
。あ
ら
た
め
て「
学
生
目
線
」を
授
業
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し

さ
を
感
じ
る
。昨
今
、い
わ
ゆ
る「
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」を
通
じ
て
、学
修
者
自
身

が
探
求
心
を
持
って
情
報
収
集
や
分
析
を

行
い
、課
題
の
発
見・解
決
を
試
み
る
等
、

主
体
的
な
学
修
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、授
業
評
価
に
も
同
様
に
主
体
的
な
姿

勢
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。一
方
、学
修

者
と
し
て
の
成
長
や
気
づ
き
の
き
っ
か
け

は
、知
識
を
得
る
こ
と
が
中
心
の
授
業
や
、

授
業
外
の
大
学
生
活
の
多
様
な
場
面
に
も

あ
り
、そ
の
よ
う
な
幅
広
い
環
境
作
り
が

大
学
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
も
再
認
識
し
た
。ま
た
、社

会
に
出
て
か
ら
も
そ
う
だ
が
、自
分
の
成
長

や
新
た
な
気
づ
き
は
学
ん
で
い
る
間
だ
け

で
な
く
、少
し
時
間
が
経
っ
て
か
ら
振
り

返
って
み
て
分
か
る
こ
と
も
多
い
。そ
の
意

味
で
、卒
業
生
への
調
査
や
分
析
も
今
後
の

勘
所
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会

委
員
・
上
智
大
学
総
務
局
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推

進
室
長 

中
山
映
〉

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も
約
１
年
が
経
過
し

た
。今
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、マ
ス
ク
が
欧
米

で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
習
慣
だ
と

知
っ
た
の
も
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
こ
と
だ
。

　
座
談
会
で
は
、こ
の
１
年
間
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
つ
い
て
語
学
教
育
と
い
う
側

面
か
ら
取
り
上
げ
た
。否
応
な
し
に
始

ま
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
だ
が
、新
た
な

発
見
と
発
想
の
転
換
、語
学
教
育
の
原

点
を
問
い
直
す
得
難
い
時
間・経
験
と
な

り
、語
学
と
Ａ
Ｉ
と
い
う
話
題
に
ま
で
広

が
り
を
見
せ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
選
手
：
倉
橋
香

衣
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
た
。学
生
時
代
の

大
き
な
け
が
か
ら
生
活
が
一
変
、ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
中
で
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
皆
そ
れ

ぞ
れ
に「
違
う
」こ
と
に
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
な
が
ら
気
付
い
て
ほ
し
い
と
語

る
倉
橋
さ
ん
。

　
語
学
と
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
思
い
が

け
な
い
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
か
ら
、互
い
の
文
化

と
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
に
思
い
を
巡
ら

せ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。〈
日
本

私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉

編集後記

※内容は変更になる場合があります。次号予告 2021.07
NO.399

座談会「キャンパスライフとは何か」
特　集「コロナ禍における入試実施」
小特集「オンライン留学の課題と可能性」
だいがくのたから 四日市看護医療大学 大学点描 敬和学園大学
クローズアップ・インタビュー 秋山正子さん（看護師、認定ＮＰＯ法人マギーズ東京共同代表）
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

金 沢 星 稜 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

編集人 音　　好 宏 （上智大学文学部教授）

発行人 植木　朝子 （同志社大学学長）

発行所 一般社団法人 日本私立大学連盟
〒102-0073　東京都千代田区九段北4－2－25
　　　　　　　　　　　　　　　  私学会館別館
電話 03－3262－8672  FAX 03－3262－4363
　　　　　　　  https://www.shidairen.or.jp

編 集 株式会社 WAVE
〒530-0001　大阪府大阪市北区梅田3－3－20
　　　　　　　　明治安田生命大阪梅田ビル3階
〒104-0061　東京都中央区銀座3－10－9
　　　　　　　　　　　　　 KEC銀座ビル9階

第69巻398号（通巻411号）
令和3年5月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁・乱丁本はお取り替えいたします。

2021／5月号大学時報 University Current Review

（125大学 令和3年5月20日現在）

（中央大学文学部教授）
（同志社女子大学広報部広報室長）
（法政大学多摩事務課主任）
（上智大学総務局SGU事業推進室長）
（関西大学総合企画室広報課長）
（関西学院大学高大接続センター入試課長）
（関西学院大学広報室課長）
（慶應義塾大学法学部教授）
（明治大学経営企画部広報課長）
（日本大学芸術学部教授）
（立教学院広報室長）
（立命館大学総合企画部広報課長）
（専修大学文学部教授）
（大正大学魅力化推進部長）
（東洋大学社会学部教授）
（早稲田大学広報室長）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）

松 田 美 佐
小 島 隆 久
須 藤 智 徳
中 山 　 映
依 藤 康 正
永 野 　 誠
横 川 　 修
田 上 雅 徳
江 津 英 昭
兼 高 聖 雄
長 野 　 香
青 柳 　 祐
山 田 健 太
高 橋 慈 海
大谷奈緒子
鈴 木 宏 隆
加賀崎奈美
水 田 悠 平
太 田 祐 輔



2021

05




